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業
の
営
業
活
動
、
つ
ま
り
「
取

引
」
を
帳
簿
に
記
録
す
る
技
術

を
「
簿
記
」
と
い
い
、
こ
の
取
引
を
借

り
貸
し
・
左
右
の
複
式
で
記
録
す
る
こ

と
を
「
複
式
簿
記
で
仕
訳
す
る
」
と
い

い
ま
す
。
ま
た
簿
記
で
は
、
左
側
を
借か
り

方か
た

、
右
側
を
貸か
し

方か
た

と
い
い
「
り
」「
し
」

の
跳
ね
の
向
き
が
左
右
を
表
し
ま
す
。

　

仕
訳
す
る
際
の
取
引
は
、「
資
産
」

「
負
債
」「
純
資
産
（
資
本
）」「
収
益
」

「
費
用
」
の
５
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
こ

の
各
取
引
内
容
の
増
減
を
左
右
に
分
け

て
記
載
し
、
５
つ
の
区
分
の
う
ち
、
貸

借
対
照
表
に
は
資
産
・
負
債
・
純
資
産

が
、
損
益
計
算
書
に
は
収
益
・
費
用
が

記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
〈
近
代
商
店
〉
の
営
業
活

動
の
仕
訳
（
図
表
１
）
を
通
じ
、
決
算

書
の
代
表
で
あ
る
、
損
益
計
算
書
と
貸

借
対
照
表
が
作
ら
れ
る
ま
で
の
過
程
を

解
説
し
ま
す
。

　

金
融
機
関
の
担
当
者
は
、
決
算
書
の

仕
組
み
を
知
る
こ
と
で
、
多
く
の
知
見

を
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
最
低
限
の
知

識
レ
ベ
ル
と
し
て
、
日
商
簿
記
検
定
３

級
レ
ベ
ル
の
商
業
簿
記
は
必
須
。
担
当

す
る
融
資
先
が
メ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
２

級
レ
ベ
ル
の
工
業
簿
記
の
知
識
も
不
可

欠
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
商
業
簿
記
の
基
本
を
整

理
し
ま
す
。
な
お
、
会
計
や
取
引
の
本

質
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
消

費
税
や
源
泉
所
得
税
の
よ
う
な
論
点
は

割
愛
し
ま
す
。

資
産
は
費
用
や
損
失
に 

負
債
は
収
益
に
な
り
う
る

①
現
金
１
０
０
万
円
を
出
資
し
、
近
代

商
店
を
設
立
し
た

（
貸
方
）
資
本
金
１
０
０
万
円

（
借
方
）
現
金
１
０
０
万
円

　

商
売
の
「
元
手
＝
出
資
」
は
、
株
式

会
社
で
あ
れ
ば
「
資
本
金
」
勘
定
に
計

上
し
ま
す
。
ち
な
み
に
、
事
例
の
よ
う

な
当
初
の
「
出
資
」
と
区
別
し
て
、
出

資
後
に
「
資
本
金
」
を
増
や
す
こ
と
を

「
増
資
」、
減
ら
す
こ
と
を
「
減
資
」
と

い
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
よ
く
あ
る
間
違
い
が
「
資
本

金
が
１
０
０
万
円
あ
る
か
ら
、
現
金
も

１
０
０
万
円
あ
る
」
と
い
う
も
の
で

す
。
確
か
に
、
資
本
金
を
「
出
資
」
し

た
時
点
で
は
現
金
１
０
０
万
円
が
あ
り

ま
す
が
、「
資
本
金
」
と
い
う
勘
定
科

目
は
あ
く
ま
で
「
出
資
」
当
時
の
目
印

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

会
社
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
小
さ
く

な
っ
た
り
す
る
過
程
で
、
現
金
は
増
え

た
り
減
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。「
資

本
金
１
０
０
万
円
」
で
あ
っ
て
も
、
取

引
活
動
を
通
じ
て
現
金
の
増
減
が
あ
る

の
で
、
必
ず
し
も
資
本
金
に
見
合
う
だ

け
の
現
金
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
点
に
は
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
例
で
も
、
期
末
時
点
の
「
資
金
１

０
０
万
円
」
に
対
し
て
「
現
金
88
万

円
」
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
４
）。

②
レ
ジ
ス
タ
ー
を
、
現
金
５
万
円
で
購

入
し
た

（
貸
方
）
現
金
５
万
円

（
借
方
）
消
耗
品
費
５
万
円

「
レ
ジ
ス
タ
ー
」
と
い
う
と
、
一
般
的

に
は
形
あ
る
「
資
産
」
と
考
え
が
ち
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
会
計
や
税
務
の
ル
ー

ル
で
は
「
金
額
的
重
要
性
」
と
い
う
基

本
的
な
考
え
方
が
あ
り
、
僅
少
な
も
の

ま
で
「
資
産
」
と
し
て
考
え
ず
に
「
費

用
」
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
は
、「
決
算
書
の
一
本

の
線
」
を
理
解
し
て
い
れ
ば
分
か
る
こ

と
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
決
算
書
の
一
本
の

線
」
と
は
、
図
表
２
の
と
お
り
、
上
半

分
の
３
つ
の
箱
「
貸
借
対
照
表
」
と
下

半
分
の
２
つ
の
箱
「
損
益
計
算
書
」
の

境
界
線
（
破
線
）
の
こ
と
で
す
。
図
表

２
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、「
資

産
」
は
「
費
用
」「
損
失
」
に
、「
負

債
」
は
「
収
益
」
に
な
り
、
そ
の
逆
も

あ
り
う
る
わ
け
で
す
。

　

し
か
も
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
の
よ
う

に
「
連
結
会
計
」
と
い
う
仕
組
み
を
使

え
ば
、
資
本
で
あ
る
「
純
資
産
」
を
売

上
高
の
よ
う
な
「
収
益
」
に
見
せ
か
け

て
粉
飾
（
利
益
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う

に
装
う
こ
と
）
も
で
き
る
と
い
う
よ
う

に
、
こ
の
「
決
算
書
の
一
本
の
線
」
の

存
在
を
知
る
こ
と
は
、
会
計
を
制
す
る

極
意
の
１
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

「
運
転
資
金
」
と
い
う 

資
金
需
要
の
発
生
を
読
み
取
る

③
商
品
60
万
円
を
仕
入
れ
た
。
う
ち
40

万
円
は
現
金
で
支
払
い
、
残
額
20
万
円

は
後
払
い
の
ツ
ケ
と
し
た

（
貸
方
）
現
金
40
万
円

　
　
　
　

買
掛
金
20
万
円

（
借
方
）
仕
入
60
万
円

　

商
品
の
仕
入
れ
に
は
、
仕
入
代
金
の

企

企業の決算書の作成過程と
分析のポイント
　ここでは、営業活動を複式簿記で仕訳する仕組みや決
算書の作成過程、経営分析のポイントを解説します。 公認会計士

経営革新等認定支援機関 村井直志

複
式
簿
記
の
基
本
と

決
算
書
の
作
成
過
程
・

仕
組
み
を
理
解
し
よ
う

１

図表１　近代商店の営業活動と仕訳

図表２　財務諸表の基本的な仕組み（５つの箱）

①　現金100万円を出資し、近代商店を設立した。
②　レジスターを、現金５万円で購入した。
③　�商品60万円を仕入れた。うち40万円は現金で支払い、残額
20万円は後払いのツケとした。

④　�先に仕入れた60万円の商品のうち、50万円分を80万円で
売った。そのうち、40万円は現金を受け取り、残りは売掛金
40万円で掛売とした。

⑤　電話代１万円を現金で支払った。
⑥　従業員に、本月分給料５万円を現金で支払った。
⑦　電気代１万円を現金で支払った。
⑧　決算整理仕訳（売上原価の算出）

借方科目 金額 貸方科目 金額
① 現金 100万円 資本金 100万円
② 消耗品費 ５万円 現金 ５万円
③ 仕入 60万円 現金 40万円

買掛金 20万円
④ 現金 40万円 売上 80万円

売掛金 40万円
⑤ 通信費 １万円 現金 １万円
⑥ 給料 ５万円 現金 ５万円
⑦ 水道光熱費 １万円 現金 １万円
⑧ 棚卸資産 10万円 仕入 10万円

■の箱がＢ／Ｓ：資産－負債＝純資産
■の箱がＰ／Ｌ：収益－費用・損失＝利益
※１ 利益を通じて上下の箱がつながる
※２ �資産は費用・損失となる。㋐から㋔にある「決算書の�

１本線」を越えるのは簡単
・固定資産は時の経過で減価償却費（費用）
・売掛金は回収不能になれば貸倒損失
・現金は不正会計で横領されれば雑損失

借方 貸方Ｔ/Ｂ（試算表）

㋐資　産

㋔費用・損失

㋑負　債

㋒純資産

㋓収　益

㋒の一部であり㋓-㋔
 利　益 ※１

※２

出典：『Excel による不正発見法 CAAT で粉飾・横領はこう見抜く』村井直志（中央経済社）
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